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会 長巻頭言

日々雑感

石橋信義 (佐賀大農学部)

今年の夏の暑 さは、まさにクレイジーというべきか、とくに北部九州は 2ケ 月

以上雨 らしいものは降 らず、夜間断水は来年まで持越 しという都市 も少な くない。

こればか りの理由でもないが、私は以前からゴルフ場開発で森林が伐採されるこ

とには反対 している。ゴルフは多分イギ リスが発祥の地であるが、英国はもとも

とゴルフ場 として開発するか、羊で も放牧するしか能がない丘陵地が多いか ら、

それはそれで良いわけである。 日本は急峻な山が多 く、降った雨は直 ぐ海へい く

から、森林がスポンジのようになって水を貯えるしかない。ということぐらいは

中学生で もわかっていると思っていたが、大の大人が分かっていないようであっ

た。でも私はここ6・ 7年 のところ、ゴルフ場相手に仕事を してきたし、学生に

もそういう所に就職を世話 しており、これか らもそうせざるを得ないし、自分の

本心との矛盾を感 じないわけではない。まあせいぜい、ゴルフを しない日本人 と

会ったのは貴方が初めてだ、とマレーシアのゴルフ場の管理人から言われるよう

な抵抗 しかできないわけである。とはいっても、スタイナーネマにしろ、菌食性

線虫にしろ、グリーンに施用するのが一番明瞭に結果がわかるので、これもまた

縁を切れない。一方、水不足は慢性的に進行するものであり、ゴルフ場開発だけ

を抑えてもどれ程の効果があるかという声もある。でも、生態系はがらりと変わ
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るし、いままで必要なかったところに、化学薬剤が入 り込むのだか ら、全 く影響
がない、ということにはならないと思 う。

また今年は早越と高温のせいか、松枯れはとくに多いように見受けられる。一

方、まだ枯れる松があったかと思うこともある。松枯れといえば、 日本で見つけ

られた 6θ加閉ヴ銃読湾g御協"cθルはその後どうなったのか気になる。Beddingの

, c筋筋g筋閉αs,ガ】″どcθraよりも先 に発見 されていた ら、きっと世界的に ヒッ トした こ

とと思 う。先 日、オ ース トラ リア科学アカデ ミーに、Bedd i n gをFel l o wとして推薦

す る書状 を送 ったが、彼の業績を整理 しなが ら、やは り siFe X  W 0 0 d w a s Pに偽産卵

させ る ユざル,c材,cο筋 の仕事が ピカイチ とい う感 じが した。立派な研究者 とい う者

は、一生 の間に二つ も四つ もいい仕事をす るものである。各 々は少 な くとも 1箇

所は接着点がある。あるいはさらに発展 させ るOutl e tで繋が っている。現在や って

いる研究のOutl e tをどこにお くか、 どのように将来発展 させ るか、常 々、私達 は考

えておかねばな らないことだと思 う。

毎年の ことなが ら、 11月 になると、あれ もや っていない、 これ もや っていな

い と追 い立て られた気持 ちにな る。 そ して年末 にな ると、 もういいや と観念 し、

年が明けると、昨年の追い立て られた気分はす っか り忘れて、 さあやるぞとい う

気分 にな るか ら面 白い。だか ら私 に とっては毎 日が正月 のよ うな気分 であれ ば、

心身 ともに極めて健康 とい うことになるわけだが、で も大体、阿呆みたいな こと

を言 っておれば、あいつはオメデ タイ奴 と言われ る し、毎 日が正月 とい う心境 に

達す るには、仲 々修業を要す るようで、だか ら俗人は毎 日stru g 3 1 eして生 きて行 く

のが一番似合 っているのか もしれない。あ一それに して も、今年一年何 を して き

たか、少 な くとも 3人 の外国研究者の受賞や昇格 には役に立 ったか も知れないが、

残念なが ら日本の研究者の推薦 に御鉢が回 って こない。で も皆 さん、健康であ る

ことが最高の褒美です。健康で素晴 らしい仕事を続 けて下 さい。そ して、 日本線

虫学会誌 を もりたてて下 さい。来年 10月 は佐賀大学に来て下 さい。線虫に関す

る仕事 は、線虫学会で評価 されます。

[事務局から]

1995・ 96年 度役員選挙について

1 9 9 3・ 94年 度の役員の任期が明年 3月 末 日をもつて満了とな りますので、

本会会則に したがい、 1995・ 96年 度の役員選挙 を下記の要領で行います。

投票方法及び投票上の注意事項

◎会長は、会員名簿の中の正会員の中か ら 1名 を選んで、会長選挙用の投票用紙

に氏名を記入 して下 さい。

◎評議員 は、会員名簿の中の正会員の中か ら 10名 以 内を選んで、評議員選挙用

の投票用紙に氏名を記入 して下 さい。

◎会長選挙用投票用紙及び評議員選挙用投票用紙 には、候補者の氏名以外は記入

しないで下 さい。
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◎会長選挙用及び評議員選挙用の投票用紙は、内封筒 に一緒に入れ (この封筒 は

無記名 とす る)、 さらに返送用封筒 (必ず住所、氏名を記入す る)に 入れて、本

会事務局宛 に郵送 または持参 して下 さい。

◎会員名簿、会長選挙用及び評議員選挙用の投票用紙、内封筒及び返送用封筒 は

本ニ ュース発送に当た り同封 しま した。

投票締切

1995年 1月 17日 (火)正 午までに、本会事務局に必着す るよう、郵送あ

るいは持参 して下 さい。

その他

会則及び選挙細則は、会員名簿の後に印刷 してあ りますので参照 して下 さい。

学 会 大 会 出 席 等 調 査 に つ い て (お願 い )

第 3回 日本線虫学会大会は、明年10月12日-13日 に佐賀大学大学会館 (多 目的

ホール)に おいて開催 され る予定です。大会事務局 (石橋信義大会委員長 )で は

佐賀大学 に対 し大会開催の補助金を申請することを考慮 していますが、申請事務

手続 き上事前 に参加人数の把握が必要です。つきま しては、会員の皆様の大会 出

欠を確認 させて戴 きた く葉書を同封 しますので、出欠の旨を12月15日までに大会

事務局までご通知下 さいますようお願 い申 し上げます。なお、今大会では大会記

念 Tシ ャツの製作販売を企画 しています。 これにつきま して も、事前に数量の把

握が必要ですので、併せて購入希望を調査 します。 Tシ ャツの購入は大会に出席

な さらない方で も可能です。

大会 次第 (案 )

10月12日 (木)

午前 一 般講演

午後  シ ンポジウム :西 南暖地の線虫 ―主にネコブセ ンチュウとネグサ レセ

ンチュウ防除の現状 と展望 (仮題)

①鳥越博明氏 (鹿児島県農業試験場大隅支場):サ トイモの ミナ ミネグサ レセ

ンチュウ防除の現状 と展望 (仮題)

②上 田康郎氏 (茨城県農業試験場 ):サ ツマイモのネ ヨブセ ンチュウ防除の現

状 と展望 (仮題)               1

③古賀成司氏 (熊本県専門技術員 ):施 設野菜の線虫防除の現状 と展望 (仮

題 )

一般講演

夜  懇 親会

10月13日 (金)

午前 現 地見学 (場所未定)ま たは一般講演

午後 現 地見学 ―夕方解散

または

夜  談 話会 一明朝解散

- 3 -



以上、まだ具体的に詰 まちていない所が有 りますが、概ね この線で開催予定で

す。開催 日の変更 は有 りません。正式な大会案内は 4月 頃のニ ュースで ご案 内 し

ます。 これは最終 申込ではあ りませんが、参加 申込 も兼ね させて戴 きまする 4月

頃に再度参加 申込を受 け付 けます。参加費の振込 については 4月 頃のニ ュースで

ご案 内 します。

[記 事]

33回 SON年 次大会ならびにVi回 国際コロキウム無背椎動物病理学

会に出席 して

石橋信義 (佐賀大農学部)

8月 14日 か ら 18日 まで 5日 間、テキサス州サナ ン トニオの ヒル トンホテル

で SON年 次大会が開催 された。テキサスといえば 8月 は暑い所 と覚悟 してきた

が、佐賀で 39度 台を連続 3日 経験 した身 にとっては、華氏 97-9 9度 は何の

その、佐賀 よ りはず っと凌ぎやすい。 ホテルの ロビーで Rlとgs, G . B i r d , V . F e r r i sな
ど顔馴染み とや一や 一言いなが ら歓談す るのは楽 しい ものであるが、だんだん私

の知 っている連 中 も古びてきた。線虫学の古 き良き時代を、 もう一度甦 らせ よう

と躍起 にな っている連 中で もある。今年 は特 にこの問題 について討論会が もたれ、

100人 以上入 る会場 はび っしりとつま り、学会 としてはどのような取組みかた

があるか、草 の根運動 として会員 自身 どのように活動す るか、線虫研究の重要性

宣伝 と研究援助 に学会幹部 の ロ ビー活動 も披露 され るな ど、議論百 出の盛況 で

あ うた。|こ こで問題 とな っているのは、植物寄生の線虫学であるが、更 にと りく

むべ き方針 と して、水 ・陸界の 自活性線虫の研究を もっと推進すべ きであるとい

う意見 もあ った。 「線虫学の多様性」 というシンポジウムでは、動物寄生性な ど

他学会か らの招待講演 も幾つか組み込まれ、 SONが 、何か新 しい ものに脱皮 し

ようと努力 していることを、今回は強 く感 じた。尤 も、 SONの 主流は依然 と し

て植物寄生性線虫学であ り、将来 もアメ リカが一大農業国である限 り、間違いな

くこの傾 向は続 くもの と思 う。 ところが、 どろ臭 い仕事はどこの国の若者に も敬

遠 されるようで、代 って分子生物学的手法による分類、抵抗性 ・病原性の解析な

どが年 々増加 しつつある (今年 は総演題数 120の うち約 20)。 一方、従来の

記載分類学を継承する若手が少な くな ぅたことも事実で、私 と顔馴染みの連 中は

慨嘆すること しき り、分類屋を育てなければな らない と一種の危機感 さえ募 らせ

てい る。昆虫病原性線虫の論文 は、モ ンペ リエで開かれる国際会議 に多分集 中 し

た と思 われ、 ポスタニまで入れて 10題 (日頭発表 は各 15分 )し かなか った。

Gaug l e rグル ープが半分以上を 占める活躍であ ったが、 どうや ら、ポス ドクの外

人部隊は こち らに、本命部隊はフラ ンスに送 り込んだ と思われ る。セ ッシ ョンで

はカナダの Gord o nと交替で座長を勤めたが、 自分の下手な英語を気に しないよう

に して以来、 こうい う仕事 も結構面 白 くな った。小生の発表は Fニ クテイテイ ン

グの感染態 は雄が多 い、感染初期 は特 に雄が多い」 (5月 の大会で王小冬が発

表)と い う内容で、雄 の繁殖戦略としてほぼ全面的に納得 して もらった。サナ ン

トニオ と言えば、アラモの砦で有名な ところ、いろいろ見物 して遊ぶつ もりでい
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たが、結局 5日 間ホテルに缶詰めにな って勉強 して しまった。去年のナ ッシュ ビ

ル と同様、今年 も日本か らは小生 1人 とい う淋 しさであ った。 SONは 年次大会

と言 って も殆 ど国際会議であ って、欧米は もとよ り、経済的には恵 まれていない

国か らも、努 めて参加 している連 中をみ ると、 日本の線虫研究者はます ます井 の

中の蛙 にな ってい くような感 じがす る。実際、文献で情報を得 ようと していては、

もう遅い。その とき、相手 はず っと先を走 っている。学会での発表 もおおよそ前

の ことで、学会では、相手 とビールで も飲みなが ら話 し合 うのが、一番得 るとこ

ろが大 きい。 ところで、 日本線虫学会誌の編集委員兼英文校閲者に依頼 した Boll a

や Gib l i n―Davおに も会 ったが、電子 メールで原稿を送 って もらえれば、殆 ど負担 に

な らないそ うで、私達 の学会 も、早 くそのような体制にな りたい ものである。 い

ま時、電子 メールを使わない研究者は時代遅れ と言われそうである。
モ ンペ リエまで約 9日 間を どう過 ごすか とい うことで、 とにか く娘がいるRive r―

sid eに行 った。Dr.P l a t z e r (編集委員 ・英文校閲委員の 1人 )に 会 うつ もりでいたが、

生憎、アラスカに家族ででかけて留守。退職 した Dr.E n d oの家に 3日 間寄寓 した

後、Pa10  A l t oのバ イオ シス社を訪れた。 5年 前 よ りも明 らか に発展、充実 してい

る。今度 は殆 どの実験室を見せて もらい、研究内容な ど企業秘密な しに討論でき

たので、大変面 白か った。わが社が世 界最先端を行 くとい う自信の程が窺 え る。
セ ミナ ーの謝礼で 2泊 した後、Davi sまで送 って もらった。Davi sではDr. K a y aさん
一家が一足先 にヨーロッパ旅行に出掛けていたので、韓国のDr,C h o oさ んが面倒

みて くれた。Jaff e e , F e H i sらと話 し込み、また昆虫学科の準教授前 田進氏 に も面会

した。翌 日は Sacr a m e n t oのDr, H a c k n e yが迎えにきて、新装な ったDFAを 案内 して

くれた。 ここまでは全てKayaさんがア レンジ して くれていたので万事順調。 26

日フランスヘ と発 った。パ リは 20℃ であった。
モ ンペ リエでの国際 シンポ (8/2 8 - 9 / 0 2 )には、線虫部門のオ ーガナザ ー (Drs ,

K a y a & S m i t s )から、 「日本 と極東における線虫による害虫防除の最近の進歩」 と

題 して喋 って くれ と頼 まれ、昨年 Dr.K a y aには 日本 に来て くれ た思義 もあ って、

OKと 返事 は したが、準備 を し始めて これは大変なことにな ったと後悔 した。で

も今考 え ると参加 して よか った と思 うも私 のス ピーチは大会最後 の 9月 2日 で

あ ったが、聴衆 は 100人 近 くいた し、質問 も活発で、なによ り座長 (オ ラ ング

の Dr.S m i t s )からの賛辞 は嬉 しか った。 この大会には始めての参加で、 どんな も

のか予想できなか ったが、総論文数 460余 、参席者数 520名 以上で (同伴家

族 まで含めると 700以 上 ?)、 内容の充実 した レベルの高い学会であ った と評

価す る。 しか しここで も残念な ことに 日本人は実に少ない。指折 り数えて私 の見

たか ぎ り 12・ 3名 であった。その殆 どは大学関係者で、農水省 (蚕昆研 1)や

企業か らの参加は皆無 に近い。研究面は ともか く、 日本では生物的防除が如何に

軽視 されているかを物語 っている。欧州各国では生物的防除が行政指導である程

度義務ず けられてお り、そ うい う観点か らも、研究者の平均的な層 。レベルはア

メ リカ よ りも高いよ うに見 られた。無 脊椎動物病理学会 は今 まで糸状菌、 BT、

ウイルスな どで 占め られていたそうで、今年線虫関係の演題が 60近 くあ ったの

は全 くの驚異だった らしい。 この傾向は将来更に、増加す ること間違いない と多

くの研究者が予測 している。淋 しいかな 日本か らの線虫関係は私 1人 だ ったけど、

次回 1998年 8月 札幌で開催 され る国際会議 (北海道大学の飯塚敏彦教授が組

織委員長 )に は、当然 日本の研究者が主役 となるように期待 したい。あ と 4年 先
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には、 日本 も人並みに生物的防除に関心を もつだろうと、飯塚先生 とは話 し合 っ

てみた ものの、資金集めにはまだちょっと不安の霧を隠せない。

イ ン ドネ シア通信 一一一No.2

中園和年 (国際農林水産業研究センター)

先週の こと、 日暮れがなん とな く早い気が して暦を見た らそれ もその筈、 21

日がち ょうど夏至、北半球の 日本は逆に 日が長か ったわけだ、な どの思いを致 し

ま した。 こち ら、東 ジャワは今乾季の盛 り、 この 2カ 月、雨を見ず、 これが もし

日本な らさだめ し水不足で大騒 ぎの ところで しょう。 ここでは不思議に もいまだ

その兆候がな く、何か 自然の懐の違 いといった ものを感 じます。マランは標高 5

00m、 日中で も最高気温 27、 8度 、明け方 になると 16、 7度 を割 ることも

しば しば、今が一番冷え るときです。 当 地 マ ラ ン食用作物研究所 にきま して

ち ょうど一年、イ ン ドネシア語が さっぱ り進 まないのは年齢のせい とすれば気 は

楽であ りま して、 もっぱ ら研究室作 りと研究材料集めにあけ くれま した。その成

果の ほどは恥ずか しなが ら先月、第 2回 線虫学会で報告 しま したとお り、ようや

くこれか らが本番 というところです。

研究会が学会 に衣更え して今度初めてみな さん とお会いできま した。その印象

は ? と 聞かれた ら、かつて研究会では見 られなか った顔ぶれ と雰囲気 に大いな

る刺激を感 じた こと、おまけに先端研究所の見学会まであ って、お陰様で ジャワ

の片 田舎か らはるばる出か けた甲斐があ った とい うものです。ただ欲をいえば植

物寄生 と昆虫寄生線虫以外の発表が もう少 しな、えて さらに学会 らしい v ar i e t yと

賑わいが生 まれ ること。 これ も一朝一夕にはいかぬ ことで しょうが、 ここらを こ

れか らどう掘 り起 こしてい くか、課題の一つではないか。

特別講演のc冴 宅α″ざの分野は興味は抱きなが らもつい勉強を怠 ってきたため折

角三輪錠司氏 のご講演はただお聞きするだけで した。昔か らわた くしの関わ りで

あるニセ フクロセ ンチュウの雄の出現率 とのか らみで、 さらに懇親会の席で話題

に出 しま した ところ、本来雄雌同体のα 冴竹α″sでもなかには雄が常時高い率 で出

現す るイ固体群があるとい うことです。性決定の機作 はc冴宅α″sではすでにかな り
のところまで解 っているそ うですが、植物寄生線虫の性決定やネコブ ,シ ス トセ

ンチュウで知 られ る性転換機構の解明は重要で、c冴 宅αなの事例か ら重大な手が

か りが得 られ るのでは ?と 密かに思 った ことで した。本会会長の石橋信義氏 はか
つて、ガ ンマー線を当てるとネ ヨプセ ンチュウの雄の出現率がたかまることを明

らか に しま した。わた くしもニセ フクロセ ンチ ュウで同様 の現象を見て います

(未発表 )。 ただ し、 この場合、植物に寄生す る前の段階で照射、反応 していま

すので石橋氏のネコブとはやや異なる機作によるか も知れません。Tria n t a p h y l l o u rま

その普、線虫の性決定 ・性転換の機構を解明できれば線虫密度の制御に応用で き

ようと述べています。 もしもわたくしに現役の寿命、あとウン年ほどあるな らば
この学会のもと再挑戦 したいところです。だがもはやその余裕はあ りません。 ど
なたか若手のみなさんのせめて二人 くらい、こういう分野に取 り組まれんことを
つよく望みたい。↓ヽろんな意味で今その条件は備わっているといえるで しょう。
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イ ン ドネ シアのエセフクロセ ンチュウも雄の常発生す る価体群 と雄の発生 しな

い個体群が見つか り、興味は尽 きません。 日本の政治は羽田内閣の総辞職で また

あれているとか。みなさんのご健闘をお祈 りしつつ。 (199 4年 6月 記 )

九 州 の 線 虫 をめ ぐる最 近 の 話 題

佐野善― (九州農試)

九州は基盤研究部の研究対象が病害虫 とい うほど病害虫問題 は深刻ですが,線

虫 も例に漏れず,ネ コブセ ンチュウやネグサ レセ ンチ ュウの被害に悩ま されて き

た実態があ ります。近 頃では, このような暖地性の種類に加えてキタネ グサ レセ

ンチ ュウのような北方系の線虫 まであち らこち らで発生す るようにな り,事 態は

ます ます難 しくな って来ま した。ただ,施 設野菜などでは線虫の問題 は以前 よう

には話題 にな らな くな ったような気が します。 これは被害がな くな った とい うこ

とではな くて慢性化 して しまったというのが事実のようです。実際,九 州農試の

近 くで も秋 田にハ ウスヘ行 くと,黄 色 く咲き乱れたクロタラ リアの花を楽 しむ こ

とができます。 しか し,照 蒸剤の使用が さらに規制 され るようになれば,い ずれ

大騒動になるような気が します。われわれに も具体的な線虫対策が問われること

にな ると思われますが,こ んな調子で答が出せるのか不安 に感 じているところで

す。

さて, この 10月 4日 ,鹿 児島県農試の病虫部で開催 された成績検討会に出席

す る機会を得 ま した。 この検討会は1防 除所や普及所を始め,鹿 児 島大学,農 薬

メーカーも含 め,県 内のほとん どの病害虫関係者が出席 して毎年開かれています

が,今 回はテ ーマ討論 に 「土壌線虫防除の現状 と問題点」が取 り上げ られたこと

か ら私 もに出席 させていただきま した。 ここでは牧野専技が線虫の発生 と防除の

現状について報告 されたま したが,そ れによるとダイコン等の根菜類では80%以

上 ,ウ リ科の果葉類で72～ 80%,加 工用あるいは生果用の甘 しょで もそれぞれ8

2%ま たは58%,サ トイモでは56%の 圃場で主 に嬬蒸剤が使用 されています。や

は り線虫の被害の大 きさを反映 しているように思われます。 このような被害 に対

して,甘 しょでは尾松 さんが中心にな り,薬 剤の組み合わせ利用を基本 に したネ
ヨブセ ンチュウの防除試験が行われています。一方,大 隅半島ではサ トイモの ミ

ナ ミネグサ レセ ンチュウの被害が深刻ですが,大 隅支場の鳥越 さんはその実態を

明 らかに し,そ れに対 して対抗植物や抵抗性品種を組み込んだ輪作を基本 とす る

防除について,詳 細な試験成績を報告 されま した。やは り,輪 作を基本 に し,い

くつかの個別技術を組み合わせて地域の農業 に適合す る対策を作 り上げるとい う
ことしかないのか もしれません。

線虫問題 は 10月 19日 に長崎で開催 された秋の九州地域推進会議の病害虫推

進部会で も取 り上 げ られ ま した。 これ は 「環境保全型病害虫管理 の実戦 と問題

点」をメイ ンテーマに開かれま したが,大 分県農技セ ンターの白石 さんはキタネ

グサ レセ ンチュウを中心 とした最近の研究を紹介 されま した。大分県ではネ コブ

セ ンチュウが広 く分布 していますが,高 原地帯ではキタネ グサ レセ ンチ ュウの被

害が問題 にな っています。その防除を 目指 して,線 虫の生態やヘイオ ーツ利用 に

ついて精力的に研究 されてお り,そ の成果が期待 され るところです。一方,昆 虫,
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コガネム シの防除がね らいですが,鹿 児 島県農試の安藤 さん も,ク シダネマを利

用 した防除について報告 しています。

九州では近頃植物寄生性線虫についての研究がやや沈滞気味の感があ りま した

が,以 上 のよ うにだんだん活気が出てきたようで,来 年の線虫学会佐賀大会が楽

しみです。

北海道七飯町 におけるキ タネゲサ レセ ンチ ュウ防除への

マ リーゴール ド導入の取 り組み

北海道立道南農試 水 越 亨

北海道の中でも函館市に隣接する七飯 (ななえ)町 は道南地方を代表する野菜
・花升の産地で、野菜作付け面積700haの4割 にあたる280haに春まきのダイコ

ンとエ ンジンが栽培 されています。 しか し、野菜産地 としての比重が高まるに

つれて栽培作物 は固定化 し、線虫の被害 による品質低下が問題 とな って きま し

た。 これ までの調査か ら、同町におけるキタネ コブセ ンチュウの発生圃場率は 6.

1%で 、キタネグサ レセ ンチュウは同 73.5 %と 、後者が広 く蔓延 している実態が

明 らか とな り、野菜生産 出荷組合 (組合員270人 )は 対抗植物であるマ リーゴー

ル ドの導入を決め、平成 6年 度か ら実施に移 されま した。 この取 り組みに先立 っ

て、地元の 4Hク ラブが平成 2年 か ら農業改良普及所 (現在は農業改良普及セ ン

ターと改称 )、 JAな なえ、道立道南農試の協力の もとにマ リーゴール ドの品種

選定や実証試験 な どを行 い、品種は 「アフ リカ ン トール」、育苗 はハ ウスで20
～25日間 と し、栽植密度 は畝間7 2 c m×株間21 c m ( 6 6 0 0株/10 a )で 、定植後 90

日程度で鍬込む体系を確立 しま した。

同町の春 まきダイ コン ・エ ンジンの作型は、融雪後の 3月 下旬頃か ら播種作業

にはいる トンネル作型で、ダイ コンは 5月 下旬か ら、エ ンジンについては 7月 下

旬か ら収穫 ・出荷が始 まる年 1作 体系が主体です。マ リーゴール ドはこれ らの作

物の後作 として栽培 されますが、北海道 とい う寒地で もあることか ら、生育 日数

確保のために移植栽培が行われます。マ リーゴール ドの移植は 6月 下旬か ら始 ま

り、 7月 下旬が最盛期 とな ります。現在では手作業によって移植が行われていま

すが、農業改良普及セ ンターでは機械メーカーと共同で、ペ ーパ ーポ ッ ト方式の

移植機械の開発に取 り組んでお り、次年度には実際に圃場での移植試験が予定 さ

れています。

この事業 の推進 にあた っては、平成 6年 度か らダイ コン、エ ンジンの出荷者全

員か ら積立金を徴収 し、七飯町 と JAな なえか らの助成金 も含めて資金を造成 し、

マ リーゴール ドを栽培 した農家 に10アールあた り 1万 4千 円を種子 ・肥 料 ・管

理費な どと して支給す る方式を とうています。 この事業については 1年 に70ha栽

培 される計算で 4年 間継続 し、280h aの全面積に導入 され る計画です。
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[技術 情報 ]

サ ル で もで きるセ ンチ ュウ無 菌化 テ クニ ック

水久保隆之 (九州農試)

常識のうそ① 「セ ンチュウの表面殺菌は難 しい」 :そ んなことはあ りません。

表面殺菌 (植物寄生性セ ンチュウに限 らせて もらいます)は とて も簡単。誰が

やっても確実にうまくいくはずです。

常識のうそ② 「表面殺菌には殺菌剤が必要だ」 :そ んなことはありません。殺

菌剤が無 くて も、除菌はできます。よ く効 く殺菌剤はセ ンチュウにも有害です。

使わないに越 したことはありません。

常識のうそ③ 「無菌操作はクリーンベ ンチで行 うものだ」 :そ んなことはあ り
ません。普通の実験室内の机の上でも無菌操作は可能です。

他称 (自称 ?)分 類屋の私ですが、無菌ネグサ レセ ンチュウで仕事を始めてか

れこれ 1年 半 くらい経ちました。少な くともネグサレセンチュウの無菌化に失敗

することは、今ではほとんどありません。タイ トルをみて、 「おや ?」 と思 った

方 も 「およよ !」 と思 った方 もご照覧下されば幸いです。ところで、ここで書 く
ことにはおそらく何 もオ リジナルなものはありません。紹介する方法は実験書に

もよく読めばチラリと書いてあります。既に私と同じことをやっている方 もいる

で しょう。沢山の余計な情報が、多分、無菌化法を面倒で難 しいものに している

ので しょう。
それでは、常識破 りの無菌化法をご紹介 しましょう。

最小限必要な器具は、固定皿 (滝沢商品¥450/4固)5枚、二組の35mmデ ィスポ

シャー レ (小 さなガラス板4枚で もよい)、 9cmの シャーレ1枚、100ml三角フラ

スコ11日、70%アルコール適量、50mlビーカー24日、マイクロピペ ット2本 (開 日

部が極細の ものと太めのもの各1本)、 アル ミホイル、イネ科植物の細い茎の先

端を剃刀で削いで尖 らせたもの、水道水、オー トクレーブ、実体顕微鏡だけです。

操作手順

1.固 定皿4枚 (9cmの シャーレに入れる)、 マイクロピペ ット (アル ミホイル

で包む)、 50mlビ ーカー2イ田 (アル ミホイルで蓋をする)、 水道水 (100ml三 角
フラスコに入れ、アル ミホイルで蓋をする)を オー トクレーブで20分滅菌する。

2.滅 菌 したものは実験台 (掃除しておきましょう)の 上に並べておく。

3.予 めベルマ ン等(24時 間以下 )で分離 し、浅 いガラス性 の皿 (シ ャー レ、
シュラキュース等)に 入れたセンチュウ懸濁液を実体頭微鏡下に置き、そこか ら

先を尖 らせたイネ科の茎を用いて目的のセンチュウ (活発な価体に限る)を 拾い、

固定皿 (非滅菌)に 入れた水道水に移す。増殖 目的なら20頭位拾う。拾うにはこ

つがあり、先ず水面にセンチュウを寄せ、次に表面張力で茎先端にセンチュウを

くっつけるようにすると良いで しょう。初めはうまくいきませんか ら、ちゃんと

移せたかどうか確認 して下 さい。釣 り上げには、アーウィンのループ (NEWS NO.

2参照)も 有効でしょう。
4.滅 菌 した水を少量滅菌 した50mlビーカー24間に移す。水を移 したらビーカー

にアル ミホイルの蓋をすばや くかぶせる。一つのビーカーの滅菌水は固定皿への

滅菌水の供給元として、もう一つはマイクロピペットの洗浄用として使う。

5.滅 菌 した固定皿をシャー レか ら取 り出し、太めの滅菌済みマイクロピペ ッ

トを用いて50mlビ ーカーの滅菌水を入れる。 (一度使用 したマイクロピペ ットは
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滅菌時に包んであ ったアル ミホイルを鞘 に して外気か ら述断す ること。 このマイ

クロピペ ッ トを次 に使用す る前 に、数回滅菌水を吸入、排 出 して洗浄す るよ うに

します。)こ の固定皿 には直 ちに35mmデ ィスポシャー レかガラス板 (内側をアル

コールで拭いておきま しょう)で 蓋をす る。

6.水 道水 の固定皿か ら先 に述べた要領で全てのセ ンチ ュウを釣 り上げ、滅菌

水の入 った第2の固定皿 に移す。釣 り上 げ用のイネ科茎の滅菌は特 に必要ではあ

りませんが、心配な ら70%エ チルアル コールに浸 して風乾 させ ると良いで しょう

(初めに一 回殺菌すれば十分 )。 移す間際に第2の固定皿 の蓋をわずかに持 ち上

げ、移 し終えた らすばや く蓋をする。

7.同 じ要領で、滅菌水を入れた第3の滅菌固定皿 (蓋を してお く)に 全てのセ

ンチュウを移 します。

8.第 4の滅菌固定皿 (蓋を してお く)に は動 きの活発 なセ ンチ ュウ5頭以内を

移 します。少 しだけ移すのは、外気 との接触時間を短 くす るためです。滅菌水ヘ

の移動を繰 り返す程セ ンチュウの除菌は完墜に近づ きます。 しか し、セ ンチ ュウ

の活性は 4回 目の移動 当た りか ら低下 し、釣 り上げが乱暴な らクチ クラが破れて

は じける価体 も出てきます。釣 り上げ法による操作はここらで限界に近づ きます。

9。第 5の 固定皿 (蓋 を してお く)に 滅菌水 を移 し、次 に第4の 固定皿 のセ ン

チュウを 1頭 だけ移 します。最後の操作なので、滅菌水 と外気の接触時間をで き

るだけ短 くす る必要があ ります。

10。第 5の 固定皿 か ら、先 の細 いマイ クロ ピペ ッ トを用 いて少量 の水 (10μ

リッ トル以下が望 ま しい)と 共 にセ ンチュウを吸い込み、餌を培養 している平面

培地が入 った シャー レの蓋をすばや く持 ち上げ、培地上にセ ンチュウを移 します。

これで、無菌接種は完了。試験管の培地 にセ ンチュウを移すな ら、 ク リー ンベ ン

チの中で移 した方が よいで しょう。 しか し、餌への接種はゲラ ンガムで固めた平

面培地 で行 うことをお勧 め します。セ ンチ ュウを餌か ら離れた場所 に接種 しま

しょう。そ うす ると、水は10分以内にゲラ ンガムの増地に吸収 され、セ ンチュウ

は 自力で餌 に到達 します。 この段階で、接種 したセ ンチュウが動かなければ、 そ

の接種は失敗 だ と分か ります。万一、水 に菌が含 まれていた ら、数 日で培地 に小

さな コロニーができますか ら、すみやかにセ ンチュウが侵入 した餌をきれいな培

地 に移 しま しょう。餌の中に菌が持 ち込 まれていることはきわめて希です。 こう

して、接種の成功率は100%に 近づ きます。

11.接 種を続行す る場合、第4、第5の固定皿の洗浄が必要です。使用済み固定

皿の水を大めのマイクロピペ ッ トで吸い出 し、次 に同 じピペ ッ トで洗浄用の滅菌

水を入れ、 これを数度繰 り返 して洗浄すれば、きれいなまま再利用できます。滅

菌水 は器具の洗浄に も、セ ンチュウの洗浄に も使います。三角 フラスコか らビー

カーに取 り分 けた滅菌水は くどい位頻繁に取 り替えま しょう。

筆者の経験では、上記の操作の コンタ ミ率 (培地への雑菌 コロエーの形成 )は

20%以 下で した。 もし、 ク リー ンベ ンチを使 って上記の操作を行 うな ら、 コンタ

ミ率は10%以 下 (たいてい5%程度 )に 落 ちます。その際、実体頭微鏡を ク リー ン

ベ ンチに入れ るため、ガラス窓を大 き く開けて使用す ることにな りますが、それ

で も無菌環境 は大き く改善 されます。

ホ ン トにこれで大丈夫か と不安なあなたには次の操作をつけ加え るようお勧 め

します。①最初にセ ンチュウを入れ る固定皿を、硫酸 ス トレプ トマイシ ン溶液 あ

るいは ヒビテ ン溶液 (濃度 および浸漬時間は他の参考書を参照 )で 満た してお く。
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②第2の固定皿 に移 したセ ンチュウを滅菌水 ごと滅菌管瓶 10mlに移 して20秒 ほど

超音波洗浄す る。手間をかけることがお好きな ら試 してみて下 さい。

[編集後期]

◆今回は農研セ ンターの奈良部孝さんに版下を作成 して貰いましたので、私は大
変楽をしました。役員改選にともない、ニュース編集体制 も刷新されて、次号か

らは、新メンパーが編集に携わることで しょう。ニュースに積極的な投稿を望み
ましたが、相変わ らず 自主投稿は極めて少な く、結局編集幹事が人選 して投稿を
お願いするという従来の形式を打破できなかったのは残念なことで した。もっと

気楽な情報交換の場になって欲 しかったのですが。 (水久保)

◆今回の編集では、電子メールが大活躍 しました。北海道から、そ して九州か ら
の原稿があっと言 う間に、つ くばの研究室のパソコンに届いて、ファイルの中に

落ちてい くのです。これまでのフロッピーの郵送や機種依存によるファイル変換
(または人海戦術による再入力)の 手間がずいぶん省けました。 しか し、ネ ット
ワークで結ばれているのは、まだ、ごく僅かで、相変わらずの手作業の編集は続
いています。大学、公立の研究機関、民間企業等すべてがネットワークで結ばれ
る日を心待ちにしています。ちなみに、ニュースヘの投稿、記事に対するお問い

合わせは、narabu@narc.affrc,80もP(奈 良部)ま たは、mセu@knaeS,affrc.80Jp(水久保)
まで、電子メールを ください。

1994左111デ325日
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